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それでは、「Ritorovo CoCoITA 知名度アップ

と今後の展望について」という題目で私たちの

調査報告を始めたいと思います。 

先ほど平成 22 年度に社会貢献論演習を受講

した先輩による「Ritorovo CoCoITAができるま

で」という報告がありました。今回私たちは、

授業を通して地域のことについて学ぶなかで、

県大生がRitorovo CoCoITAをどの程度利用して

いるのか疑問に感じたため、県大生を対象とし

たアンケート調査を行いましたので、報告いた

します。 

まず、県大生にRitorovo CoCoITAの利用状況

調査を行うことになった経緯についてです。学

生が利用しているところをあまり見かけたこと

がない、これが大きな理由です。そこで、私た

ちはRitorovo CoCoITAが学生に十分に活用され

ていないのではと推測し、県大生を対象に

Ritorovo CoCoITAの利用状況や施設・運営に対

する要望を尋ねるアンケート調査を実施しまし

た。 

アンケート調査の目的は、伊田商店街のコミ

ュニティスペースRitorovo CoCoITAの県大生に

よる利用状況を把握することです。そして同施

設に対する学生側の要望を把握し、施設利用の

改善策を提案することです。 

調査は、平成25年1月10日(木)～1月21日

（月）にかけて、対象者が受講する各授業終了

後に実施しました。対象は福岡県立大学在学生

のうち人間社会学部1、2、3年生と看護学部1、

2 年生です。対象の学生 655 人のうち、授業で

配布できた480人全員から回答が得られました。

今回は調査票を用いた集合調査法によりアンケ

ートを実施しました。アンケートの回答者の内

訳は、各授業単位でアンケートを行った為、若

干看護学部の3年生が含まれていました。 

学年別にみると、1 年生が 40.8％、2 年生が

33.5％、3年生は25.6％、1年生が全体の4割

と少し多めになっていました。また、学科別に

みると、ほとんど偏りなくデータを得ることが

出来たことが分かりました。さらに、回答者の

住居、通学手段の割合ですが、住居については

田川市内のアパート・マンションという回答が

46.3％と、全体の約5割を占めていました。 

通学手段については、徒歩が最も多く、次に

自転車が多いという結果になりました。ここで、

注目したいのは約 20%の人が電車・バスで通学

しているという点です。このうち、伊田商店街

の近くの伊田駅を利用している人は、今後の

Ritorovo CoCoITAの改善によっては、Ritorovo 

CoCoITA の利用者になる可能性が高いと考えら

れます。 

次に、認知度を示しました。「あなたは、伊田

商店街にRitorovo CoCoITAがオープンしたこと

を知っていますか？」という質問に対する回答

結果を、学年別にグラフで示しました。1 年生

で、知っている人が 70.4%、2 年生は 58.4%、3

年生は67.5％とこの結果から、全学年で「知っ

ている」と回答した人の割合が約 65%程度であ

ることが分かりました。私たちは、認知度は低

いだろうと考えていたため、全体的に認知度が

予想より高かったことに驚きました。また、学

年別に見ると、2 年生の認知度が他学年と比べ

ると低いように思われました。 

次に、「知っている」と回答した人に対して、

どうやって知ったかを質問したところ、このよ

うな結果が得られました。ポスターで知ったと

回答した割合が3割、インターネットでの広報

と比較すると、学内のポスター掲示の方が効果

的であることが分かりました。また、商店街で

見かけた、友達から聞いたという回答が2割と

なりました。どのようにして知ったか？という

質問で「その他」と回答した人は、「大学の講義

（社会貢献論等）のなかで聞いた、先生から聞

いた等」、「チラシ」、「サークルの会計の説明会

で聞いた」、「先輩から聞いた」、「オープンキャ

ンパスのサークル紹介」と記述していました。

最も多かった回答は「大学の講義、先生から聞

いた」で45件ありました。 

次に、「Ritorovo CoCoITA を知っている」と

回答した人に対して、利用の有無を質問しまし

た。その結果、9割の学生がRitorovo CoCoITA

がオープンしたことは知っているが、実際に利

用したことがないということが分かりました。 

「Ritorovo CoCoITAを知っている」と回答した

人が、各学年で半数以上を占めており、認知度

は低くないことがわかりました。このことより、

Ritorovo CoCoITAの認知度が高い割に、利用者

が少ないということが分かりました。 

では、次に、「Ritorovo CoCoITA を知ってい

るが、利用したことがない」と回答した人に対
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して、その理由を尋ねた結果を見ていきたいと

思います。「利用方法が分からないので」と回答

した人が 43.5%、続いて「あまり利用したいと

思わないので」が39.5%、「場所が分からないの

で」は33.5%となりました。 

このことから、Ritorovo CoCoITAを利用しな

い主な理由はこの3つであることが分かりまし

た。一番回答の多かった「利用方法が分からな

い」には、「どのような目的で利用する場所なの

かが分からない」「利用するための手続きが分か

らない」という2つの意味があります。Ritorovo 

CoCoITA がオープンしたことは知られていても、

Ritorovo CoCoITAがどのような施設なのかはあ

まり知られていないことが分かりました。また、

利用しない理由についての「その他」の記述と

して、「あまり商店街の方に行かない」、「生協や

学生研究室を利用している」、「夜の商店街が怖

いから」、「外から中が見えるので抵抗がある」

「利用してみたいが機会がない」、そしてここで

も、「そもそも何をするところか知らない」とい

う記述が多数みられました。利用時間に関して

は、グラフのように「適切である」という回答

が約8割を占めていました。 

県大生のなかでは、Ritorovo CoCoITAの午前  

10時～午後6時という利用時間は妥当だと考え

られていることが分かりました。また、この利

用時間が適切でないと考える人の希望時間とし

て、午後7時、午後8時まで開けて欲しいとい

うものが目立ちました。また、ほとんど利用し

たことがない人が多いので時間についての要望

がでなかったことも考えられ、利用者が増加す

れば、この要望に変化もあると思われます。 

次に、「利用したことがある」と回答した人の

利用内容について見ていきます。「サークル活動」

という回答が40.0%、「展示会などのイベントを

見に行った」という回答が26.7%、休憩22.2%、

電車待ちが 17.8%、勉強場所としての利用が

6.7%となりました。このことから、現在

Ritorovo CoCoITAは県大生のなかでは、主にサ

ークル活動に利用されていることが分かりまし

た。また勉強場所としての利用が少ないことも

分かりました。 

アンケートの最後には、Ritorovo CoCoITAに

対する要望を回答してもらいました。この8つ

の要望はあらかじめ私たちが用意した選択肢で

す。最も多かったのが、「本や雑誌を置いて欲し

い」という要望で 34.8%の回答がありました。

次に多かったのが「無線LANを設置して欲しい」

で 26.7%、その次が「日曜・祝日も開放して欲

しい」21.5%となりました。「その他」の項目で

回答者から寄せられた要望は、「利用方法を明確

にして欲しい、広報に力を入れて欲しい」とい

うものが9件、「宿泊ができるようにして欲しい」

が3件、「喫茶スペースが欲しい」が3件ありま

した。その他にも「喫煙できる場所が欲しい」、

「ホチキス、カッター、はさみなどを置いて欲

しい」、「オープンすぎるので、カーテンをつけ

て欲しい」、「お年寄りと交流したい」という要

望がありました。 

今回、調査を実施した結果、「Ritorovo 

CoCoITA がオープンしたことは知っているが、

利用したことはない」という回答が目立ち、ま

たRitorovo CoCoITAがどのような施設かが、あ

まり知られていないということも分かりました。 

これよりまとめとして、もっと利用してもら

う為にどうするのか、具体的な改善策を提示し

ます。利用しない理由として、調査では「場所

が分からない」「どんなふうに使うかわからない」

「利用手続きが分からない」「あまり利用したい

と思わない」という意見が多くありました。 

そこでまず、「場所が分からない」、「どんなふ

うに使うかが分からない」、「利用手続きが分か

らない」という3つの問題点に対し、広報の仕

方の改善という解決策を提案します。具体的に

は広報効果の高かった、ポスターの内容の見直

しなどです。また、「利用したいと思わない」と

いう理由に対しては、アンケートで寄せられた

要望を踏まえて、県立大生にとって Ritorovo 

CoCoITA を魅力あるものにするという解決策を

考えました。このポスターは、社会貢献論演習

の講義のなかで私たちが作成し、学内に掲示し

たものです。見直すべき点としては、具体性に

欠けた記述、かつ、利用手続きに関する記述が

ない点です。いくつかの使用例を挙げてはいま

すが、情報が少なく幅広い目的で利用できると

はいってもどう使うべきなのかがとても曖昧で

す。また、利用手続きの方法を示さなければ、

当然学生は利用したくても利用できません。こ

れらは早急に改善すべき点だと言えます。また、

Ritorovo CoCoITAの住所だけを書いても、どこ
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にあるか知らない人は、ピンとこないのではな

いかと考えました。 

解決策として、まず住所については、「情報を

地図に示す」「～の近く、○○から徒歩×分、

というような表現にする」などといった感覚的

に分かりやすい表示を追加した方が効果的だろ

うという案が出ました。次に、「利用手続きを明

確に示す」「利用規則を明確にする」「これまで

の使用例を挙げる」ことで、「どのように利用す

るのか」「手続きはどうなっているのか」という

疑問に答えた方が良いと考えました。 

調査結果と改善策を踏まえて、最後に、今後

の取り組みを4つ提案します。 

1 つ目は、利用手続き及び利用規則を明確に

することです。 

2 つ目に、利用マニュアルの作成です。マニ

ュアルがあれば、1 つ目の提案も解決すること

ができます。ただし、これについては伊田商店

街振興組合との話し合いのうえ、作成する必要

があります。 

3 つ目に、広報手段の改善です。広報効果の

高かった、ポスターの内容を改善、そして充実

させることが重要だと思われます。 

そして4つ目に、学生の要望を取り入れた施

設及び運営の改善があげられました。こちらも

伊田商店街振興組合との十分な話し合いが必要

となります。 

以上で、私たちの調査報告を終わります。 

今後、この調査の結果が Ritorovo CoCoITA

の発展につながるよう、実践に移していきたい

と思います。 

ご清聴ありがとうございました。 
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